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かし，これまでの17'*の教職経験の中で知り得た 「直接体験に学ぶJという，そのものに生きてみる方
法よbほかK学ぶすべを知らなかったのである。
私的!rcは ，多くの貴重攻体験の意味と共1'1:，かけがえのない人生の一時期と して， 過去への整理をや
がて終えようとしている。省みてそのものK生きた実感は破般の恐怖になびえ，動橋と不健全性Kへき
えきしながらも ，念んとか生きぬいた自己であったとあらためて感じている。その中で，援助的関係を
自己自身がどうなし得るかという自己迎解を得たと思う。それKついての比較検討は今の自己自身には
できない ，将来K対する自己の課題であると考えている。 カクンセラーを志しながら， 自己研修と して
自己自身を問う ことは ，試練であると思う人Kは試練であり ，生きがいであると思う人には生きがいで
あるともいえるように思う。それは個人的なものであるという一面から基本酌な自己認識のしかたを含
み在がら ，人間関係という社会的所産のー商をあ含むものであるように思われる。
あらためてこの l年の体験とそこκ生きた自己自身K自愛 ，自己信頼と安らぎを感じ出している。こ
れは自己否定と苫悩から ，自らを解き放そう とする自己宵定の実感でもあるといえる。
以下の rJ JとrU Jはl速の体験事実1'1:ついて使宜上 2つの観点Kょったものであるがそれは過去
むこととして ，しだいに移狸がつきながらも，現実Kは今も意味は変わりつ』ある。
したがって，現在の心境を書き終えた時1'1:V;J_ ，それも過去のものとなるが ，捨て られるものと念った
のではなく，現在K活用される有必なものとなるのだといえる。
i 1 Jは， 1年聞の体験事実を主観的な側面から経過的K記述することKよって， i日」でのべる心
患のー商を在している自己理解の手がかbとしたい気持から記述した。 iD Jの心境では ，体験を過去
。ものであると思えるようKなった結果 ，その時の主たる実感とくらべて ，i安らか」であるという心
~.I!\ ，一番強〈感じられたものであると思う，しかしそれも現実の移b変bと共に更に ，いろいろ念
Eをもったものとして分化し ，統合されている感じの中に今はいる。
との報告は ，i安らか」であると感じるようKなったところまでを，記述してみようとするものであ
I 体験の経過
<4月> 入所lモ際して ，堅い決意をもとうと，その事K関心のほとんどを向げていた。その決意の
中心Kなったものは ，・すべてをささげて研究生活K没頭すること ・いっさいを他K学ぼうとするこ
と等であったと思う。
研究生活がわから念いというととと ，とのよう念決意が結びついて， いつも緊張の続いている結果K
たったといえる。 したがって ，懸念の連続であり経験事実は ，そのものと しては理解できず ，頭痛とか ，
偏食 ， 強迫的念 し爵等が起タ念がら異常であるという実感さえも抑圧して しまうほどI'C~(なっていた
といえュる。
他K学ぼうとする気持は，自己を抑える気持と結びついて，他への迎合的依存的態度とな t • それを
美徳と思いこみ，まったく気づか念いうちK自己を否定する結果と左ったことに気づく。
イ反I'C.自己lて作用する働きを ，健針生と不健全性という表現を用いるならば ，そうとは気づか念いま
まに ，よb多〈の不健全性の中で一路自己探究の思いだけが暗夜を駆け巡るような生活が始まったとい
える。川健全性 拡大 .自尊 ，解放 ，創造 ，柔軟 ，自信 ，安定 ，融通 ，明快.EI愛 ，気vcせず等
←)不健全性萎縮 ，卑下，束縛 ，模放 ，堅固 ，依存 ，動揺，固着 ，陰うつ ，嫌悪 ，気がかb等，
これは情動的反応であt • 自己自身Kむけられた時どのようK自己の保存，生成K作用するかという
見方から，拡大(+)と萎給付の両箆K向かう作用の方向として用いた表現である。しかし ，そのどちら
と1.r.l?得るかは ，基本的な自己認識のしかたKよるものであると思われる。
<5月>
研究生活の実態は ，何一つわから念いま 』い〈分慣れて〈ると ，いっさいを他に学ぼうという気持ち
と，カクンセラーのネ十会K対する同定観念Kたよ]?.カウンセ Pング関係と現実の見分りもつかず ，自
己のカクンセリシグ観との矛盾を深めていった。 しかし， 何ひとつ気づかず重苦しい感じK深〈包まれ
てい〈ように感じた。
この只の中ごろ ，初めて遊戯療法K携わったが ，それもかえって不安を強める結果と在った。幼少児
との関係、は，会〈不慣れなものに思えたし， 遊戯療法Kついては ，自分のこととして関心をもったこと
が念かった。セラピスト(治僚者)の役割をどのようκ果たすかということに精いっぱいで ，クライエ
ント(来談者)について，何かを感じても ，わからないという感じが強かった。
く 6丹>
5月下旬から 6月にかけて ，教育相談部の研究発表会やいろいろな研究協議会がもたれたが ，さした
る研究の手がかbもつかめず ，緊張と抑圧された自己K感じたものは波労といらいらした不きげんさで
あった。だがそれも不徳と考えてしっかりとらえようと努力した。
この丹の中ごろからカクンセ リングに携わることに在ったが，い〈分慣れている気らくさを感じなが
ら，かえってその気持を戒め ，あらたな気持で臨まねばならないと思い ，緊強から自己を忘れ，ぎこち
ない結果1:1.rってしまった。
このころから抑えようとしながら一方それが自信・と左っていたこれまでの経験や ，自己なりK得たカ
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クンセリシグの世界の人閉鎖の確からしさが， しだいに失われ，不安を増すような感じとなった。
<7月>
自己の内部は沈痛1.i:不健全性の方向Kいっそう進みえtがら ，どう在っているのか。何一つ気づかない
ま弘知己の方々K尋ねてみたが ，自己を息苦しさから解放する手がかbは得られないままκ終わった。
こんな中で ，何か大き念とり違いと不明(iL分け入りつ』あると鳳じだし左がら ，それが何であるかを
見分けるすべも しらず ，しだいKなののきを感じながら ，身を引く こととか ，立ち止るとかを不徳とい
う価値と結びつけ ，ひたむきK暗黒の虚無の世界をはい廻る思いであった。
自己の混乱を反映した ，苦しさ ，いらだたしさ等の感情も無知や不徳等の価値と結びつり ，じっと こ
らえるということ しか知ら左かった。自己探究と思いつ -，..内向をいっそう柱、め ，孤立無援 ，自己疎外
等の感じが大き 〈なっていった。
<8月>
この丹学校カクシセラー養成計蘭Kもられた「ワーク・νヨァプJVC参加する機会を待ちわびた。 し
かし ，ここでも自己の期待は全〈裳切られる結果となった。
過去の数少?をい， グループ・セラピー(集団療法)やワーク.vヨァプK参加した経験を回想して，
既成概念をつくb上げて臨んだのである。そとでは ，自己を率直K表現し合うことができ ，感情のいき
いきとした交流があ9.信頼カヲばえるものと堅〈思い込み ，そこにE妨げを求めたい気持であった。 し
かし，不安や島藤がかえって深まり .率直衣気持は何ひとつ述べられ念い自己を感じた。自己の患って
いたものと遣うと気づきながら ，その現実を認められないで ，かえって現実を自己K合わそょうとした
と思う，その結果 ，かえって自己の苦しく なるのを感じた。
<9 Fi> 
カクンセラーとしての自己研修や研究生活をどのようK進めていってよいかわからないま -"VC.なに
かしなげればなら1.i:いと自分にいいきかせ，焦燥践を高めながら何もできない状態が続いた。
現実から程遠い感情K左右されていたので ，現実をそのま』見とる余裕はなかったのである。合理化
した既成概念、の枠組みと ，現実を直視でき念い状態のうちVC.すでVC6か月は過ぎたのである。毎日が
息苦し<.内憂外患のかたまりのよう左重圧を感じた ，との円以降VC1人の母親とのカウシセ リシグK
携わった. (以後13回の来談中ほとんど発言がないままK終わった。拒否と不快な感情をずっと汲みと
っていた関係が続き ，やがて気分が楽になりながらも ，それは ，かかわbからの執着を解〈という感じ
であった。あらためて ，見直したい気持と左っている。)
< 10貝>
真に苦しみに耐えきれなくなって ，クライエシ トとしての経験が ，カウンセラ ーの資質向上Kも役立
つことを合わせ考えて ，同室の所負K力ワ ンセリ γグを受けたい気持を伝え ，クライエシトとなった。
その結果，カクンセク-VCfilIかを話さないではいられ念い。い〈ら訴しでも話しきれない思いであった。
カクンセラーが発言すると，かえって ，自分の気持がさえぎられるような，自分の気持が正しく理解さ
れていないよう在不快な感情が起こ り，いっそう多弁Kなった事もあった。
この当時 ，意床論に関する害物を説んで，ものの見方や考え方κついて大きな示唆を得たと思った。
この論理によ り，自己探究の結果を表現でをると思い，観念、やことばのとタことをった。しかし ，幽明
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の域で新奇の体験をしていると感じ念がら不健全性の域に留まっていることK気づかなかった。
< 11丹>
他に依存したい気持と ，気づかないながらも自律したい気持との両極性の笑感であったのか ，これで
よいのかという疑心の焚錯する中で ，自己をぎまんする毎日カミ続き ，時として，どうしようもない衝動
を ，身震いや不安動揺等として感じていた。
一方 ，研究生活上の燥焦感もあって，激しい探索のほこ先を自己自身K向げていったのであった。や
がて ，観念やことiまのとタことな!J.次々と観念、は観念を生み ，ことばはことばを生んで ，それらのう
ちに自己流の意味をみつげ ，魔術師と思えるほどに自由自在VL観念やことばを操作し得る自分を感じて 1
狂喜する思いであった，はげ口を求め統げていた衝動がいっ気VLそこへむげられたといえる。観念やと
とばの世界K対応して情動が生ずるものであるというととと・この体験Kなげるものが奇異なものであ
るという実感は ，たしかにあったが ，その意味は何ひとつ気づいてはいなかった。
<12只〉
ある日突然耐えられない心身の状態と在った。宙K浮いたような思考が次々と起こり ，そのすべては
虚空のものなのか ，現実のもの左のか見分けがつかな〈なった。 4月以来，暗中模索し統け他VLVLいっ
さいを学ほうとし左がら積み上げてきた考えが瓦諜と化してい〈ょうκ感じ，確信はすべて消えた。 r
このままでは生きられない」という実感と ，不安で満たされた自己は少しでも心身を動かすと恐怖K変
わるような，訟ののきを感じた。このような中でだれかそばで見守b話しかげて〈れる人を心から期待
しながら ，それがだれでもよかったのではを く，無条件に安心してすがれる普意の人間性を求め丈いた
ものであったことK気づ<.さらK動橋恐怖の中でやれるだげやろうという生への執着を感じた。
く i丹〉
年末年始の数円聞は ，ひたすら信じ得るものを求め続げた。それが動矯恐怖Kたち向かう唯一の手が
かりであると無自覚のうちに感じていた。 この体験をずっと見守って〈れたのは萎である。わたぐしは
ひとつひとつ気持を語Dながら ，自己との比較を試み健全性と不健全性を自らのうちで織月ilしようとし
た。そして， 自己K疑心をむけ白己を否定しては生きられず，また苦悩と虚無の実感に満ちた不健全性
の中からぬけ出られないこ とK気づいた。自己Kよらねば生きられず ，本然の自己Kよ.t.それを現わ
す営みの中で生きる以外K道はないと思った。ボめ統け狂乱と生死の実感の中で得たものはとれだけで
ある。あらためて，ぁbのま与の自己陀よ.9.自己を信r.て ，研究生活K再出発しよ うと決意した。意
践する健全性(それは生活の知恵ともいえる)の芽ばえを知ったのである。
く 2月〉
その後も不安は感じたが ，しだいκたじるがなく なってい〈のを感じた。そん左中で篤きと，恐怖の
区月I!がついた。今までは鴛きも恐れも一様K訟ののきと してしかわかってい攻かった。
自己肯定VC立って，あらためて自己の生成強化を意図的VL試みる気持が生じてきた。 不純金な感情が
なこったら ，これ.VLまきこまれずのみこまれず，立ち止ま !J'もとを明らかVLしたいと忠った。不明の
場合は ，保憎し.c僚の到米を待とうと した。その感情が過去や厳格Kょったものか ，或笑のものか注意
深〈自己K問うてみる気持が生まれた。自己自身は ，信じやす 〈虚構K気づかず傷つきやす 〈依存性の
強い ，無知とも未成熟ともいえる自己の一面を体験から学んだ。 しだいに .その自己に愛粛を感じ ，{本
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験は整理されつ』過去のものとidi.きびしさと共に懐かしさを伴った「安らさJの実感が増している。
E 現在の心境を省みる
今の心境はひとことで表わすならば.r安らか」であるの一語K尽きる。不安動揺と希望の念いま』
K自己探究を重ね疲れはてた体験の中で得たひとつの帰着である。自己vc回ざめ統合を感じっ』ある心
境の実感ともいえる。それはこれからの角己自身にとってもカウンセラーの道を歩もうとするものとし
ても，自己の存在と生成Kかかわる源泉として将来とも役立ち得るものと在ろうという気持が強い。
との実感は類似した過去の体験とも考え合わせて次のよう左ととK気づ〈のである。大きさとか，ひ
ろがりとか ，ゆとり，胸中に感ずる傑さのような感じであタ，また ，恐怖や混乱と対応して生じた実感
ともいえるよう K思う。これは自己が何かとのかかわD合いの中で，それと気づき，はっきタ自他の区
月1)がつき，自己の決意と見通しが立った時κ自然K生じて〈るものであ!J.自己への疑心を去!J.どん
な自己を現わずかということK不安やためらいを持たす，在りのま.，..現われるま』の自己でよいとい
う自愛のよう在自己宵定的感情が全体をま?なっている中で感じる根本感情のようなものをも含むもので
ある。この穫の体験が人間存在とその生成陀作矧するという点、で， 一般性を有するもの乏のかあるいは，
金〈個人的左体験に過ぎないものなのかはよ〈わからない。えだとれK関連レ亡次の二つのζとがいえ
るように思う。その一つは，不まや恐怖K満ちた苦悩のうちにあって，それと気づかずにいる場合は ，
対人的接触K沿いて強い否定感情を伴い，タtへ向かつて不健全性を現わすと共K自己自身へも内向する
状態と在ることである。他の一つは ，白己肯定的感情に基づいて ，白己の存在とその意義K気づきなが
ら，自己を統合してい〈こ とκよって ，健全性が発現していぐ体験の中では，不安や恐怖はしだいκ軽
減し忘れられてい〈傾向にあるということである。
現在自己Kついて感じっ』あることは，自己は独自の存在であbかけがえのない生存の基盤であると
思えるようVCi1P.固定観念を見係めつ〉体験の意味をあらたなるものと して受けとりながら自己K統
合しつ』あるというととである。もし，そのような生き方カ明来とも可能であり，また，そうあるうと
して歩みつ』あるととカh 自己本来の自然な姿かそれとも自己のもつ人格的傾向によるものか， これま
でK培われた生活の知恵といえるものなのか ，よ〈はわかっていない。しかし体験K学んだ， ありのま
』の心境であると いえる。がそら〈現在の 「安らか」さのうちK存ることは，しだいK不安や悲怖が
軽減しつ hたとえ現実の生活事態がどのようK変化しようとも，もはや自己K動揺や恐怖をもたらすも
のとしてではな く ，が界の変化として見守れる，じ境の拡大する方向Vてあるものとしての実感を強めてい
る。さらK一歩進めて今ここに生きる自己として，あbのま』で現実にかかわb合う ζ とを，ためらわ
念〈右:!J.大組Kさえなbつ』あるようK感じる。
との lか年の体験をあらためて省みると ，なよそi欠のようκ区分し推移の傾向を知ることができるよ
うに恩われる。
C 1 ) 依存・抑圧期 気づかないままK堅い枠組みの中で生き.外K規準を求めていた。
① 自己を包み隠しそれから遠ぎかろうとナるo_J.-.だいK自信は消失していく 中で ，自己を見
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失い，仇人やことばκ依存する。不健全在感情の中十てあり ，自 らつ<t>だした既成概念の時期
( ともいえるが >1iJひとつそれVては気づいていない。ものごとの闘的や意義左どK関心をもち，
同 しばしば，固定観念を強化しようとする。
@一づ〈見……よ
不快や苦1痛高はヨ禾帳熟さと結びつ(けす，不健全l性生を自己白身Kむける。悪循環はしだいに ，自己の心
身をさいなんでい〈結果と怠る。固定観念でしかみ念いので ，内外の自然の感情の交流はな(I 
自己内部はあたかも不健全在感情Kある自己中毒ともいえる状態となる。不快で沈痛;5:感情が
10 日常をななうようK左る。ゃb場のなし、自己の兵華を求めて ，脅!t我とか理想、の心境を求めるが，]~ 
) ますます，現実離れした観念のとりとと左t>'その中で幻との出合いを(t返している。
( 2 ) 葛藤・攻撃期 f却高〉生息詰まる気分の中で ，思考も.感情も混乱し ，ぼうぜん自失の中で恐怖
Kたち向かう。依存からの脱却期
行@ 自己は事Il圧と中毒的状態の中で，分裂 ，発狂，宛等が現実化するような敏滅的な実感を待た
与 思考は宙K浮いた観念暗転であり，酬はその観念と抑圧された白己の苦悩f'C反応して ，激
| しい混乱として感じられた。それは恐怖の一語K尽きる。
10 このま』では，耐えられないと感じ ，1，'"ののきのあまb恐怖Kすち向かった。何ひとつ身K
l つげる武器ももたず ，赤裸h 在自己をぷっつけていった。とれ以外どう しようも なかった。は
1 じめは.恐怖の対象州jであるのかもわから左かった。それを感じさせた人に率直K気持を表
3 わしてみたo 自己の内K感ずるもの!tCV";t，まずそのものをじっと感じて見ょうと思った。その
うちvcしだいVζ離れながら見てやろうという自己が生じて〈るのを占禁じた。
( 3 ) 解放 ・伸展期 気づいた白己と して ，あらえな生成を主主ねつ〉現実感が始まる。
⑤ 吉~ていたものに気づいた実感を得ながら ， 恐怖激情の中K生きることに精根の阪タをつ〈
? した。しだいKなさまってい〈自己を感ずる中で ，恐怖は気づかない自己自身の動橋の実感で
月 ・あり ，その中のあるものは ，大き念驚きであるというととを知!J'驚き ということばtてあらた
在意味を加え，さらに ，自己の動係は気づかずV亡つぐりよけfた，虚構ゃ ，殻に頼タきれを〈左
!? ，現実の力が自己の頼ろうとする殻を依るのでは念いかというととK対する恐れであったと
も思った。虚構はそれと気づ〈ことKよってひとつひとつ消え ，反対K一歩一歩現実K近づき
開げていく思いであった。それはまた ，ひとつひとつ自己K気づいていくことでもあった。恐
したともいえる。
.@ 極度K萎縮し傷ついた自己を感じ，気患を願い自己治療f'C専念した時期からしだいにいやさ
A れ，動揺不安の遠のいてい〈感じの中で，あらたに生成とか健全強化等を自己自身のこととし
て感じるように左ク， 健全性と不健全性を関係そのものの中や ，自己の内部κ見分げ健全性
の伸巌のうちに生きょう とする ようになったともいえる。
以上のようを推移の結果 ，今の心境が待られたものと思われる ，この体験の報告は ，個人的主観的記
述の域をでないが ，体験事実は自己をとタまく対人関係と無関係Vζ主主起するものではなく ，またき己の
もつ人格特徴とも無関係では念いことf'C気づいている。自己の生いたらが種々の人格傾向とな]i，それは
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安易Kタ1の基準1'(E'.右される信じ易さの傾向とか，他人を見てもその人の人格とととばの見分けをつけ
ることもできない状態とか，さらVCI談じとったものに対する感情の反応は，強い依存的傾向と作用し合
ぃ，とらわれてしまう結果とな.!J，彼我の見分けもつかな〈なり ，いたずらにそれと同一視してしまう
幼児的傾向のままKあったものと恩われる。
最後Kカウンセラ ーという職務K立ち帰り，再び自己を感じてみる気持κ7まった。今までは固定観念
や放に頼Dながらそれを自己とと P違え ，さらには，緩端宏自己卑下が ，気づか左いうちK自己を不健
全な方向へ追いや.!J.混乱を生じていたことK気づ〈。今は ，追求の中でより，生成のうちに自己を感
じる方が，よ b楽しい吉己主E解のしかたであると思っている。
来談者中心の立場V[，よj:J%Cミとぼうとしながら，それも明らかに指示やリ ードを含むものであると考
えている。関係は相互にかもし出すものの結果として生じるもののようK思える。カクンセラーは無責
任ではあり得ないとあらためて感じた。関係K携わるものとして，自己Kついて無自覚でよいとは思え
なくなった。関係そのものの中に健全性を具現しつ』その健合性K生きた経験のゆえにククイエントが
自ら健全性の方向VC生きる刀を生じるような援助者の姿を自己のうちK発見したいと思う。しかし，自
己以上のものではあり得ず，いつわbの姿を演じ得ない自己をも感ずる。そうして今は ，それでよいと
自分を許し懸念しな <~ .!J .安らぎの憎してい〈中で恐れ左くな!J.しだいK大胞になっていくよう K
さえ感じる。
安んじて，人間相互の信額の中で，赤裸々K生きることが一番自己の望む方向K合うように思う。ひ
るがえって不思、議でなら左かったことを思い出す。自己嫌怒κ身をさい念んでいる時，なそれず，いと
わず，好意と関心をよせて〈れた人のあったととであるo :lo'そら<.そんな白己をも，そうと心得左が
ら，いたわり，大きな気持で包める穫の，磯固とした自己体験をもった人に幸運Kも見守られていたこ
とK今あらためて気づいた。それらの人々と ，自己の生命の偉大さが自己自身を今まで生かしてぐれた
と思うと，今あらたな気持で自愛を知った。
あとが き
カウンセラーを志しながら ，直接体験VC学ぼうとした自己研修の結果争省みて， {欠のよう?をこ止に気
づ〈のである。
あらたな境過の中で.自己の内部に不適応傾向を強めながらなぜそうなるのか気づかずKいた状態
が続き，やがて体験の意味が徐々 Kわかりだし，自己自身や関係の生じ方を洞察する手がかタを得た。
しだいに自己本来の生き方と回ざす方向K気づきながら ，そのま』の自己K安らぎと自愛を感じだ
すようlモな.!?，カクンセリングも人生も自己のこととして見守れるように念った。
意識過剰と虚構の中で考えた多〈のことは，しだいK関心も薄らぎ現実的なことK対する興味や関
心VC;i:わbつ』ある。
気持は現実lて対して解放的と左.!J，自己自身の望む方|向やその実現十ては明らかあ心得の必斐な こと
を知った。それは，なさずに考えた9.現笑K闘を閉ざしてめくらめっぽう K歩き回る危険K身をさ
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らして得た実械である。
さらに ，過去にとらわれるよ t，将来κょb多〈関心がむいてきつ』ある中で次のようなととを，料、
ってし、る。
カク ンセリングは人格の生成K対する援助的友人間関係をめざすものともいえる。その中で知り
得たものは ，カウンセリング ・jレ一ム金離れて広〈教育の場I'L，さらには円々の人間関係、の中K生
かし得る面をも含むとともi(，逆I'C.なまの現実の中でも援助的であt，健全性がより多〈発現し
ている関係K遭遇することもある。 カワンセラーという とと ぱ十てとらわれるよ bは ，より人間とし
ての白己自身の生成がカウンセラーの職務に自己自身を しだいに近づけてい〈道であるという考え
に至った。広〈援助的な関係(私的な表県を用いれば相互依:健全性の発鋭する関係)の笑相を見定
めた!J.確かめていきたいと思う。
それはだれのためでもなく ，自己白身lt'人生としてそう生きたいのである。 こう強〈意識するこ
とは ，逆K過去の人生体験κ対応しての心境であろうということKも気づいている。それだけK経
験の影響力の強さ，特に幼少年期Kさかのぼる程 ，抜きがたい人格傾向として固着している事実を
身をも っ℃感じた。~円初めて両親と思いのま ~ I'C語 b合いながら ， 不思議と救われる気持であっ
た。わた〈しの苦悩は年代をさかのぼって ，両親をもさい念んでいるものであることを飾り罪とが
の意識によらず ，明るい気分でな互いをさいなんでいるものを語り合った。傍観していた妻は不思
議な光景と評したが，わた〈しも同感であった。現実をどう終じて生きるかの鍵はその人の掌中K
あるよう K思う。自己の生きがいと責任をあらためて感じる。 ζの報告を執築したのは高沢清で~
る。
